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母親の 乳児集団健診に対す る期待に関わる要因






本報 では , 母親の乳児集団健診 へ の期待と, 母親としての自信 , 子ども へ の感情及び母親の属
性要因との関係 を明らか にする ことを目的とした .
対象 は, 3 ･ 4 か月児健診に訪れた母親683名であり, 健診に期待するもの 4領域 (成長発達
の確認, 他 の子 どもを見ること, 悩みを相談でき ること , 他の母親との交流) に関係する要因を
検討 した.
その結果 , はとんどの母親が何らかの期待を持 っ て健診 に参加 して いた. そして , いずれの期
待にも第 1子の母親で あることが関与して い た.
また , 集 団健診の特徴である ｢他の子どもを見るこ と｣ ｢他の母親との交流｣ に は , 第1子の
母乳 母乳育児とい う要因が関与 してい た .
なお, ｢ 成長発達の確認｣ , ｢悩みを相談できること｣ を期待する人の, 母親としての 自信が
低く , 健診 の場 で母親と しての自信を高めるような関わりが重要と考え られた.
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現在 , これ らの 乳幼児健診に対 して単に異常を発
見す る場と してではなく , 育児支援の場として期
待が大きくな っ て い る
2~3)
で は, こ の健診 に参加する母親た ちはどのよう
な期待を持 っ て健診に参加 し, その期待には母親
のどの よう な状況が関与 して いるので あろうか .
そこで本報では, 乳幼児集B]健診の意義を利用
者側 の期待とい う視点か ら検討するために, 母親
の期待, 母親と しての自尊感情 , 子ども へ の感情
の状況を明 らか にし, 3 ･ 4フか月児健康診査に対
する母親の期待 に関わる属性的要因と母親の自尊
感情 , 子ども へ の感情との関係を明 らか にするこ
とを目的とした .
研究方法
1. 対象 : 富山県内2個所の保健セ ンタ ー におけ
る4 か月または3 か月児健康診査を受診 した 子ど
もの母親で , 健診の場におい て調査者が調査の目
的を説明し, 調査の協力に同意が得られた母親.
2
. 調査期間 : 平成10年6月 - 9月 (延べ16回の
健診において実施)
3
. 調査方法 : 無記名に よる自記式質問紙法 (健









a) 対象 の属性 : 母親の年齢 , 母 親の就業状況 ,
育児 につ い ての相談者の有無 , 日中の主な育
児老 , 子 どもの性別, 子 どもの 出生順位, 子
どもの 出生時体重 , 噂乳方法 , 子 どもの育て
やすさに つ いての感覚 (5段階評価)
b) 今 回の健診 に対 する期待 : 三 国4) の調査を
参考 にして , 期待 している ことは無 い , 専門
家に成長発達を確認してもらうこと , 他の子
どもの様子を見 られる こと, 日頃の悩みを相
談できる こと, 健診に来た他のお母様と交流
がもてる こと, その他 (自由記載) をあげ複
数回答を求めた .
c) 育児能力に対する自信 : 菅5)がRose nbe rg,
M . のSelf- Este e m尺度を基に実施の簡便性を
図るために4段階のリ ッ カ ー ト ･ ス ケ ー ル と
したものを参考に作成した . つ まり母親と し
て のSelf- Estee mを測定するため に質問項 目
に ｢母親と して｣ とい う言葉を追加 し, 再現
性 を高め, 他の質問項目との調和を図るため,
5段階 (全く思わ ない - 全くそう思う) のス
ケ ー ルとした (10項 目) . なお, 本調査 にお
ける こ のス ケ ー ルのCr o nba ch α 信頼性係数
は0.83 であ っ た.




ない - 全くそう思う) として使用した. 対児
感情尺度は接近感情 (14項目) と回避感情
(14項目) の2 つ の概念か ら構成さ れ 2 つ
の概念の括抗状態として括抗指数 ( 回避得点
/ 接近得点×100) を算出する . つ ま り, 揺
抗指数が低い は ど子ども に対する接近感情が
勝 っ て いるといえる. なお本調査における接
近感情尺度のCronba chα 信頼性係数は0.83






比較 し, カイ2乗検定を行 っ た .
② 母親として の自尊感情得点を属性別及び健診
へ の期待別に比較 し, 一 元配置分散分析に よ
り検定 した .
③ 母親の対児感情得点を接近感情 , 回避感情 ,
括抗指数別に属性毎及び健診 へ の期待別で比
較し, 一 元配置分散分析 により検定 した.
④ 健診 へ の期待別に影響す る因子を探るため母
親の属性 , 自尊感情, 対児感情を用いて多重








,510g) であ っ た. 子ども の性別は男児が353
人 (51.7% ) とやや多く, また , 第 1子 は368人
(53.9% )で あ っ た . なお, 双生児は出生順位の早
い順に含めた . 哨乳方法は, はとんど母乳の人が
307人 (44.9% )で あり, この 時点で 何らか の仕
事を持 っ ている人は, 247人 (36.2% )で あ っ た .
また, 日中の 育児者ははとん どが母親で あ っ た
(610人89.3% ).
2. 健診に期待するもの
｢健診に期待 して いる ことは無い｣ と答えた人
は10人 (1.5% )で あり, はとん どの 人が何らか
の期待を持 っ て受診していた.
健診 へ の期待に つ いて (複数回答) は, ｢専門
家に成長発達を確認してもらう こ と｣590 人(86.
4% )が最も多く , 次いで ｢ 他の子 どもの様子 を
見られること｣561人 (82.1% ), ｢日頃 の悩み
や心配を相談できること｣293人 (42.9% ), 健
診 に来た 他の お母様 と交流が も て る こ と207人






待していることは無 い｣ ｢専門家 に成長発達を確
認してもらうこ と｣ ｢他の子 どもの様子を見られ
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年齢 (19- 29歳 , 30- 40歳の2群) , 職業 (有職,
主婦の 2群 で有職には育児休業 中も含む) , 育児
に関する相談者 の有無 , 主な育児者 (母親, 母親
以外の2群) , 子どもの性別 ( 男女2群) , 出生
順位 (第1子, 第2子以降の2群) , 出生時体重
(3,000g未満, 3,000g以上の2群) , 哨乳状況 (は
とん ど母乳, 混合栄養, はとん ど人工栄養の3群),
育てやすさの感 じ方 ( 育てにく い - どちらとも言
えない , どちらかとい うと育てやす い - 育てやす
いの2群) に分けて回答状況を比較 し, カイ2乗
検定を行 っ た.
① ｢期待して い る ことは無 い｣ と答えた人 は,
育 てや すさの感 じ方の比較 に おい てだけ ,
｢ 育て にくい - どちらとも言え ない｣ 群の頻
度が有意に高か っ た (p<0.01) .
(参｢専門家に成長発達を確認 して も らう こ と｣
を期待すると答えた人は , 第 1子に多い傾向
(p<0.1) があり, 相談者のある群 (p<0.01),
育てやすい と感 じて い る人 (p<0.05)で 頻度
が有意に高か っ た.
③ ｢他の子 どもの様子を見 られるこ と｣ を期待
する人は, 第1子 (p<0.01)と人工 栄養 (p
<0.05)の群で頻度が有意 に高か っ た.
④ ｢日頃の悩み を相談でき る こと｣ を期待す る
人は, 主な育児暑が母の場合 で多 い傾向 (p
<0.1)があり, 男児(p<0.05)と第1子 (p
<0.001)で頻度が有意に高か っ た .
(9｢健診に来た他のお母様と交流がもて ること｣
を期待する人は, 30歳未満 (p<0.05), 育児
相談者の無 い群 (p<0.05) , 主 な育児暑が
母 (p<0.01) , 第 1子 (p<0.01) , 母乳
(p<0.05)の群で頻度が有意に高か っ た .
4
. 母親 の自尊感情得点の属性別及び健診へ の期
待別比較 (表2)
母親の自尊感情得点の得点可能範囲は10- 50で
あるが, 今回の調査での得点分布は13 - 50, 平均
は32.9(±5.9) で あ っ た.
こ の 自尊感情得点を上記の 属性別及び健診 へ の
期待別に 比較 し 一 元配置分散分析により検定した.
その結果 , 属性別比較では, 第 1子の方が第2
子以降 よりも得点の高い傾向 (p<0.1) があ っ た.
そして , 体重別比較で3,000g未満 に (p<0.05) ,
育てやすさの感覚で , 育てやすい と感 じてい る群
(p<0.001) の得点が有意に高値で あ っ た .
また , 健診 へ の期待別比較では , ｢日頃の悩み
を相談できる こと｣ に対する期待 の無 い 群 (p<
0.05) と ｢健診に来た他のお母様と交流が もてる
こと｣ に対する期待のある群 (p<0.05) で 自尊
感情得点が有意 に高か っ た .
5 . 母親の対児感情得点 , 括抗指数の属性別及び
健診 へ の期待別比較 (表2)
母親の対児感情得点の得点可能範路は接近感情
得点, 回避感情得点共に14- 70であるが, 今回の
調査で の得点分布は, 接近感情得点が22- 70, 平
均55.7(±7.1) で あり, 回避感情得点 は14- 58,
平均27.8(±8.3) で あ っ た. なお, 括抗指数は,
20- 145, 平均51.1(±7.1) で あ っ た .
この対児感情得点を上記の属性別及び健診 へ の
期待別比較に比較 し 一 元配置分散分析により検定
した.
1) 接近感情得点の属性別 , 健診 へ の期待別比
較
接近感情得点の属性別比較で は, 30歳 以上 (p
<0.05) , 女児 (p<0.05) , 育 てやす い (p<
0.01) 群で有意に得点が高値で あ っ た.
また , 健診 へ の期待別比較で は, ｢ 専門家に成
長発達を確認 しても らう こ と｣ (p<0.05) ,
｢日頃の悩み を相談で きる こ と｣ (p<0.01) ,
｢健診に来た 他のお母様 と交 流 がもて る こと｣
(p<0.05) に対する期待の ある群で有意に得点が
高か っ た.
2) 回避感情得点の属性別 , 健診 へ の期待別比
戟
回避感情得点の属性別比較で は, 育てやすさの
項目においてのみ育てにく いと感 じて いる群が他
に比べ有意に (p<0.001) 得点が高か っ た .
また , 健診 へ の期待別比較で は, 有意な得点の
差は見られなか っ た .
3) 措抗指数の属性別及び健診へ の期待別比較
括抗指数の属性別比較では , 第 1 子 (p<0.1)
に括抗指数の高 い傾 向が あり , 男児 (p<0.05)
と育てにくい (p<0.001) と感 じてい る群で有意
に高い値であ っ た .
また, 健診 へ の期待別比較で は, 有意な得点の
- 20-
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表 2 母親としての 自尊感情得点と対児感情得点の属性別 , 健診 へ の期待別比較
対 児 感 情
自尊感情 接近感情 回避感情 括抗指数
∩ 平均 標準偏差 平 均 標準 偏差 平均 標準偏差 平 均 標準偏差
計 6 8 3 3 2.8
年齢
1 9- 2 9鼓 3 9 5 3 2.9
3 0- ヰ0歳 2 8 8 3 2.7
枝 葉
有珠 2 4 7 3 2.9
主 婦 4 3 6 3 2.8
育児相談者
あり 6 6 8 3 2.8
なし 15 3 1.9
主な育児者
母 6 1 0 3 2.9
母以外 73 3 2.3
子供の性別
男 3 5 3 3 2.7
* 3 30 3 3.0
出生頼位
第1子 3 68 3 3.2
第2子以降 3 1 5 3 2.4
出生時体重
3 0 0g末葉 25 6 3 3.5
3 00 0g以上 42 7 3 2.5
噂乳方法
母乳 3 0 7 3 3.I
混合 t 2 9 3 2.8
人 工 2 4 7 32.5
育てや すさ
育てにくい 1 3 3 3 0.6
育てやす い 5 5 0 3 3.4
健診 へ の 期待
あり 6 7 3 3 2.8
なし 1 0 3 4.7
成長発達の確認期待
&L) 590 3 2.7
なし 9 3 3 3.5
他の 子供の観察の 期待
あり 56 1 3 2.8
なし 1 2 2 3 3.0
悩み の相談の期待
あり 2 9 3 3 2.0
なし 3 90 3 3-5
他母親との 交読の 期待
あり 2 0 7 3 3.5
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差 は見られ なか っ た.
6
. 健診へ の期待に つ いての多重 ロ ジス クテ ィ ツ
ク ･ モ デルによる解析
属性相互の影響と母親の感情等の影響を調整し
て健診に期待するもの に影響する要因を検討する
ため, 多重 ロ ジス クテ ィ ツ ク ･ モ デル によ る解析
を行 っ た .
用いた変数は, 年齢 , 職業, 育児相談者, 主な
育児者 , 子 どもの性別 , 出生順位 . 育て やすさ
(以上2 カテゴリ ー ) , 哨乳方法 (3 カテゴリ ー ),
及び母親と して の自尊感情 , 対児感情 (いずれも
連続変数) で 一 括して解析 した .
1) ｢専門家に成長発達を確認しても らうこと｣
( 表3)
有意なオ ッ ズ比がみられたの は相談者の 有無 ,
出生順位 , 育てやすさで あり, それぞれ, 相談者
なしはありに対 し0.22, 第2子以降は第 1子に対
表 3 成長発達の確認 へ の期待に関する要因




項 目 オッ ズ比
下限 上限
年l盲
3 0- 4 0鼓 / 19- 2 9ji
≡∃E3








第2子 以 降 / 第1子
出生 時休重
3 00 0g以 上 / 3 00 0g末弟
噂 乳方法
混合 / 母 乳
人 工 / 母乳
育てや すさ
o_82 ( 0_5 0 ---7 36 )
1 30 ( 0.7 8 一- 2 17 )
o_2 2 ( 0.07 ---0,6 8 )
1 4 0 ( 0 60 -- 3.2 6 )
ト2 9 ( 0.8l -- 2 0 5 )
0.59 ( 0.35 - 0 9 8 )
1 0 8 ( 0 67 -- 1 7 3 )
育てや す い / 育て にくい 2.]2
母親 として の 自尊感情 0.95
対児感偉
0.57 一- 2 10 )
0ー6 3 一- 1 77 )
t_2 2 - 3 68 )
0.9 l -- l.00 )
0.9 0 1 l.05 )
1.0 0 - 1 29 )
0.8 8 - 1.00 )
し0,59, 育てやすい は育てにく いに対し2.12であ っ
た
.
一 方, 母親の感情得点に関して有意であ っ た1
単位あたりのオ ッ ズ比は, 自尊感情0.95, 回避感
情1.14, 括抗指数0.93 であ っ た .
2) ｢ 他の子どもの様子を見られる こと｣(表4)
95%信頼区間で有意なオ ッ ズ比がみ られた のは
属性として , 出生順位と噂乳方法で , それぞれの
オ ッ ズ比は, 第2子以降は第 1子に対 し0.44, 人





95%信頼区間で有意なオ ッ ズ比がみられたの は
属性として . 子どもの性別 , 出生順位. 哨乳方法
で , それぞれのオ ッ ズ比 は, 女児は男児 に対 し
0.59, 第2子以降は第 1子に対 し0.32, 人工栄養
表4 他の子供の観察 へ の期待に関する要因
(多重 ロ ジ ス テ ィ ッ ク ･ モ デル に よ る)
n=6 83
95 %借換区 間
項 目 オ ッズ 比
下 限 上限
年l毒
30 - 4 0孟 / 19- 29歳 1 28 ( 0.8 3 - 1 9 9)
屯美




1.33 ( 0.8 4 1 2 11 )
3 19 ( 0.4 1 - 25 0 9)




第2子 以降 / 第1子
出生時体重
0 94 ( 0_63 - 14 0 )
0 44 ( 0.28 - 0 7 0)
3 00 0g以上 / 3 0 00g末 弟 o 80 ( 0.53 - 1 23)
噂乳 方法
混合 / 母乳
人 工 / 母乳
育て やすさ
0.96 ( 0.56 - t64 )
1 63 ( 1_01 - 2.63 )
育てや すい / 育てにくい 1.05 ( 0.61 - t 79)






0.93 - 1 07)
0.92 - 1.16 )
0.92 - 1.05 )
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表5 悩みの相談へ の期待に関す る要因
(多重 ロ ジス テ ィ ッ ク ･ モ デル に よる)
n=68 3
項 目 オ ッズ 比 95%信墳区 間
下 限 上限
年齢
30 - 40歳 / 1 9- 29歳
GE集
主 婦 / 有鞍
育 児相談者
な し / あり
主 な 育児者




蔦 2子 以降 / 第l子
出 生時体 重
30 0 0g以 上 / 300 0g末 弟
噂乳方法







o.86 -1 1 78)
o.55-1 1 17)
o.3 5 - 3 24)
o.29 - 0.9 9 )
o.4 2 - 0.82 )
o_22 - 0 4丁)
o.8 2 - 1 61)
混合 / 母乳 0ー82 ( 0.52 - 】3 0 )
人 エ / 母乳 0.63 ( 0,4 4 - 0･9 2 )
育て やすさ
育てや すい / 育てにくい 112
母親 としての 自尊感情 0ー9 3
対児 感情
0.7 3 - 1 7 2)
o.90 - 0.9 6 )
0.99 - 1 12)
o.89 - し10 )
o.95 - 1.06 )
表6 他の母親との交流 へ の期待に関する要因
(多重 ロ ジス テ ィ ッ ク ･ モ デ ル に よる)
∩=6 83
95%居韓区 間
項 目 オッ ズ比
下 限 上 限
年齢
3 0- 4 0歳 / I 9- 2 9歳 0 8 0
11美
主 婦 / 有性 1 I4
育児 相談者
な L / あリ 4 70
主 な育 児 書
母 以 外 / 母 0 46
子供の 性別
女 / 男 0 79
出生l頃位
第2子 以 降 / 第 1子 0 55
出生 時体重
300 0g以 上 / 3 000g未 満 128
噂乳方法
混合 / 母 乳 0 8 丁
人 工 / 母 乳 0 6 3
育てや すさ
育て や すい / 育てにくい 152





( 0 5 4 - 1_ll )
( o ‖ - ト67 )
( 155 - 1428 )
( o 2 2 - 0 9 6)
( o 5 6 - t_12 )
( 0 3 B - 0.8 1 )
( 0 90 - 1_8 3 )
o54 - 1.3 8 )
043 1 0 9 4)
0 95 - 2.43 )
0,99 - 1.05 )
0 97 - 1 11)
0.89 - 1,ll )




3･ 4か月児健診 で 1歳6か月児健診
期待すること の調査 で の 調査
n=6 8 3 n=1 08
嘉UT%L=F;きぎ達を確 590( 86･4n 95' 88･0り
冨k'諾BiO'FLo'f=! 56.( 8 21.り 7 2( 66･7%)
料
日 頃の悩 みや 心配を
相談できること
29 3( 4 2.9 ≠) 39( 36.1%)
認諾慧望母様 207( 30･3" 6( 516%' 榊
その 他 o( o.o%) 2( 1.9 %)
* * *pく0.0 01
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母親の乳児集団健診に対する期待の要因
は母乳に対 し0.63で あ っ た .
一 方 , 母親の感情得点 に関 して95% 信頼区間で
有意であ っ た1単位 あたりのオ ッ ズ比は, 自尊感
情0.93 であ っ た.
4) ｢健診に来た他のお母様と交流がもてる こ
と｣ (表6)
95% 信頼区間で有意なオ ッ ズ比が みられたのは
属性 として , 相談者の有無, 主 な育児老, 出生順
位 , 哨乳方法で , それぞれの オ ッ ズ比は , 相談者
なしはあ るに対 し4.70, 主な育児暑が母以外は主
な育児暑が母 に対 し0.46, 第2子以降は第 1子 に
対 し0.55, 人工栄養 は母乳に対 し0.63 であ っ た .
一 方 , 母親の感情得点に関 して有意なものはな
か っ た .
考 察
1. 乳児健診に期待することに つ いての他の調査
との比較 ( 表7)
今回の 3 ･ 4 か月児集団健診 を受診した子 ども
の母親を対象と した調査で , 健診に期待する内容
は ｢ 専門家に成長発達を確 認 して も らう こ と｣
86.4%が最も多く , 次い で ｢ 他の子 どもの様 子を
見 られる こと｣82.1%, ｢日頃の悩みや心配を相
談で きる こと｣42.9%, ｢健診 に来た他の お母様
と交流がもてる こと｣30.3%であ っ た.
一 方 , 三 国
7)の1歳6 か月児健診における108人
を対象と した同様の調査で は ｢専門家に成長発達
を確認してもらうこと｣88.0%が最も多く , 次い
で ｢ 同年齢の他の子 どもの様 子を見 られる こ と｣
66.7%. ｢日頃の悩みや心配を相談 できる こ と｣
36.1%, ｢健診に来た 他の母親と交流がもて るこ
と｣5.6%で あ っ た , こ の両者 を比較す ると , 那
待項目 へ の回答率の順位 は同じで あるが , ｢ 同年
齢の 他の 子 ども の様子を 見 られ る こ と｣ (p<
0.001)と ｢健診に来た他の母親と交流がもて るこ
と｣ (p<0.001) の回答率に有意な差が あり, 今
回の調査対象の期待の方が高いと考えられた . こ
れは, 今回の対象が3 ･ 4 か月児の母親であるこ
と, また , 第1子が53.9% (三国の調査で は兄弟
なしが40.7% )とい う違 い (p<0.01) に よるた
めと考えられ る.





なくな っ ている時期で ある. Rubin
8) は, ｢社会
的接触は, 自己の コ ン ト ロ ー ルされた抑制の感覚,
つ まり良いセ ンス を与える. ｣ そ して , ｢ ナル シ
シ ズム の補給が枯渇して い ると, 自己や, 赤ん坊
や, 夫や, 閉 じ込め られて い ると感 じる状況か ら
は, なんの喜びも生まれ ない . ｣ と述べ て い る.
また , 炭谷 ら
g)は3 か月児を持 つ 母親の疲労状況
の調査で , 就業 して いない 母親の方が就業中の母
親に比べ て精神的疲労の指標と考 えられる ｢注意
集中の困難｣ の訴え数が多か っ たと報告している.
よ っ て , 今回の調査で は, 他との接触がより少な
い第1子が多く , また3 ･ 4 か月児健診で の調査
で あるため, ｢ 同年齢の他の子 どもの様子を見ら
れる こと｣ ｢健診に来た他の母親と交流がもてる
こと｣ という他との接触に対する期待が 1歳6 か
月児健診での調査よりも高く な っ たと考えられる.
2
. 3 ･ 4 か月 児健診へ の期待に関連する要因
1) ｢専門家に成長発達を確認してもらうこと｣
カイ2乗検定と多重 ロ ジス テ ィ ッ ク ･ モ デル の
両方の検定において ｢育児相談者 あり｣ ｢第1子
の母｣ , ｢育てやす いと感じている｣ 群で ｢専門
家に成長発達を確認 してもらうこと｣ を期待する
人が多か っ た .
また, 母親の感情得点に関 して , 一 元配置分散
分析では, ｢ 専門家 に成長発達を確認 してもらう
こと｣ を期待する人の接近感情得点だけが有意に
高か っ た .
つ まり, 表面的に は特に問題の ない 人たちが単
に成長発達を確認す るこ とだけを望んで い るよう
に見える .
しか し, 多重 ロ ジス ティ ッ ク ･ モ デルでは, 自
尊感情と括抗指数に つ い て は得点が小さいは ど,




未熟だが , 相談者もあり, 育てやすい子 どもであ
ると感じてい て , 子どもを可愛が っ て はい るが ,
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母親として の自信が低く , できれば子 どもを回避
した いと考え る母親像が浮か びあがる. つ まり,
この ような母親は, ｢ 専門家に成長発達を確認し
てもらうこと｣ に よ っ て母親として承認されるこ
とを望んで い るので はないか と考えられる.
2) ｢他の子 どもの様子を見られること｣
単変量解析で の結果と多重 ロ ジス テ ィ ッ ク ･ モ
デル によ る解析の結果 は同じ傾向を示した. つ ま
り, ｢ 他の子 どもの様子を見 られること｣ を期待
する人には, 第 1子の母乳 母乳で育ててい る人
が多 いと考 えられる.
よ っ て母親として未熟で , 母乳栄着のため外出
もままならない状況が , 他との接触を望むことに
関与して い るの ではないかと考 えられる.
3) ｢日頃の悩みを相談できる こと｣
単変量解析の結果では, ｢日頃の悩みを相談で
きること｣ を希望する人は, 男児の母親, 第1子
の母親が多く, 自尊感情が低く , 接近感情が高い
人に多い と考え られた .
しか し多重 ロ ジス テ ィ ッ ク ･ モ デル による解析
で有意であ っ たのは, 男児, 第1子, 母乳育児を
して いる母親で あ っ た . そして , 自尊感情が低く
なるは ど ｢日頃の悩みを相談できる こと｣ を期待
する人は増える. Fr o m an R Dら
10)は, 産裾早期
の母親に対する調査で , 男児の母親の方が女児の
母親 より乳児の世話に関する自信は少々 低か っ た
と報告してい る. 今回の調査で も悩みの相談に関
連するものと して, 子どもの性別が示唆されてい
ることか ら, 子 どもの性別が , 母親の育児の自信
や悩み に関与す る重要な因子で あると考えられた.
また , 単変量解析では, 接近感情が悩みに関わ
る要因として あが っ て い たが, 多重 ロ ジス ティ ッ
ク ･ モ デ ル によ る解析で は , 変わ っ て母乳栄葛が




単変量解析 の結果か ら見ると ｢健診に来た他の
お母様と交流がもてるこ と｣ を期待する人はカテ
ゴリ ー 変数で , 年齢が30歳未満, 相談出来る人が
い ない , 主 な育児者が母親, 第1子の母親, 母乳
育児をして いる人に多く , 連続変数で は , 自尊感
情が高く, 接近感情得点が高い 人に多い と考えら
れた .
しか し, 多重 ロ ジス ティ ッ ク ･ モ デルに よ る解
析では, 相談者なし, 主な育児暑が母 , 第1子の
母親, 母乳育児をしてい る人が有意 に多く, 母親
の感情得点に つ いて有意なものはなか っ た.




他の子どもを見ること, 悩み を相談 でき るこ と ,
他の母親との交流) に対して , いずれも ｢第1子
の母親｣ が要因としてあが っ ており, 初めて母親











の不安を示す ことか ら, 育児不安の本体と考えら
れるものとして, ｢育児困難感因子｣ をあげてい
る. そ して , これは母親としての自己信頼感の な
さ, 無能鼠 無力感とい っ た ことが考えられ 母
性性の発達に問題が あるのではないかとしている.
今回の調査でも健診 へ の期待に関わるものとして,
｢第 1子の母親｣ ｢母親と しての自尊感情の低さ｣
が重要な要因と考え られた. つ まり, 母親の乳児
健診 へ の期待 に関わる要因の状況か ら, 乳児健診




今回の調査で は, 3 ･ 4 か月 児健診に訪れた母
親を対象に , 健診に期待するものとして ｢専門家
に成長発達を確認してもらうこ と｣ , ｢ 他の子ど
もの様子を見 られること｣ , ｢日頃の悩みを相談
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母親の乳児集団健診に対する期待の要因
できる こと｣ , ｢ 健診に来た 他のお母様と交流が
もてる こと｣ をあげ, それぞれ の期待 に関係する
要因を検討した. その結果, ほとんどの母親が何
らかの期待を持 っ て健診 に参加していた . そして ,
健診に対する期待と関わる因子と していずれの期
待 にも第1子の母親である ことが関与 していた.
また , 集団健診 の特徴的 なもの として あげた
｢ 他の子 どもの様子を見 られる こ と｣ ｢健診 に来
た他のお母様と交流がもて る こと｣ に つ い て は,
第1子の母乳 母乳育児をして い る人とい う要因
が関与 してい た .
なお, ｢専門家に成長発達 を確認 しても らうこ
と｣ , ｢日頃の悩みを相談できるこ と｣ を期待す





のの 一 部で ある. )
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T he fa ctor Conc er ned with Expe ctations
to the Gro up Exa mination Clinic for lnfants
The Relation withMother s
'
Attribute Fa cto r
,
Self-Este e m a s aMothe r a nd the Em otio n al Aspe cts tow ard Infa nts
Ya s uko S U M IT A NI
l
, yu cbi N A R U SE
2
1Gr adu ate Scho ol of Nu r slng, Toya m a M edic al a nd Pha r m a c e utic al Univ e r sity
2scho ol of Nu r slng, Toya m aM edic al a nd Pha r m a c e utic al Univ e r slty
A bstr a ct
The pr e s e nt study cla rified the r elatio n ship betw e e nthe e xpe ctatio n of m othe r sto
gr o up e x a min atio n sfo rinfa nts a nd the s elf- e ste e m a s a m othe r, e m otio n al a spe cts
to w a rd infa nts and other mothe rly attribute s. T he qu estio n nair e s wer e obtain edfr om
683m othe r s who ha v e visitedthe gr o up e x a min atio n clinic fo rinfa nts thr e e o rfo u r
m o nths old.
Alm o st allm othe r s visited the clinic with s o m e e xpe ctatio n s. T he s e e xpe ctatio n s
s o m eho w but alw ays r elated withthe m othe rly statu sthat the m othe r had a baby
fo rthe fir st tim e. T he statu s a ndthe fa cto r of br e a stfe eding r elated with tw o s e c-
o nda ry pu rpo s e s ofthe e x a min atio n clinic ,i. e. , to c o mpa r ethe gr o wth of o w ninf-
a nt with that of othe rinfa nts a nd to c o m m u nic ate with othe r m othe r s. The m other s
who w anted to co nfir m the n o r m al gr o wth a nd dev elopm e nt and tho s e who w a nted
to dis c u s sdaily w or rie s w ere lo w in s c ore s of s elf- e ste e m. So m e ap pr o a che sto e n-
ha n c ethe s elf- e ste e m m ay beim po rt antfo rthe m in o c c a sio n s ofthe gr o up e x a mi-
n atio n clinic.
Key w o rds
Gr o up e x a min atio n clinic for infants, Self- e stee m a s a m othe r, Em otio n al a spe cts
to w a rdinfants, Child c ar e s up port
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